
傾
い
た
サ
イ
ロ
遺
構
に
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北
海
道
・
安
平胆振東部地震の揺れで傾いたまま保存されている木製サイロ

‖安平町

酪農の歴史も 北海道新聞 千葉佳奈

被災した建造物を災害遺構として保存するかどうか

の論議は全国各地であるが、安平町の木製サイロにつ

いては肯定的な意見が多い。日本初のチーズ工場があ

った安平町にとって 地震の記憶だけでなく 酪農の歴

史を刻む意味も込められているからだろう。いつかサ

イロが復興の象徴として根付く日を待ちわびている。
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メ

モ

は
や
き
た
子
ど
も
園

は
、
北
海
道
勇
払
郡
安
平
町
早
来
大

町
１
５
６
。
最
寄
り
の
Ｊ
Ｒ
早
来
駅

か
ら
徒
歩

分
。
子
ど
も
園
そ
ば
の

道
路
か
ら
サ
イ
ロ
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
サ
イ
ロ
内
の
見
学
は
不
可
。

連
絡
先
は
０
１
４
５
（
２
２
）
２
５

１
０
。

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

最
大
震
度
７
を
記
録
し
た
昨

年
９
月
の
北
海
道
胆

い

振
ぶ
り

東
部
地

震
で
、
胆
振
管
内
安

あ

平
び
ら

町
の
認

定
子
ど
も
園
「
は
や
き
た
子
ど

も
園
」
に
昭
和
初
期
の
姿
そ
の

ま
ま
に
復
元
さ
れ
て
い
た
木
製

サ
イ
ロ
は
、
震
度
６
強
の
揺
れ

で
基
礎
に
ひ
び
が
入
り
、
傾
い

た
。
同
園
の
井
内
聖
園
長
は
「
酪

農
の
歴
史
と
地
震
を
伝
え
る
復

興
の
シ
ン
ボ
ル
に
し
た
い
」
と

傾
い
た
ま
ま
、
災
害
遺
構
と
し

て
残
す
こ
と
に
し
た
。

木
製
サ
イ
ロ
は
明
治
期
に
滝

川
市
の
空
知
川
に
架
け
ら
れ
た

橋
の
木
材
を
使
い
、
１
９
３
１

（
昭
和
６
）
年
に
安
平
町
遠
浅

地
区
の
牧
場
敷
地
内
に
造
ら
れ

た
。
道
内
に
現
存
す
る
数
少
な

い
木
製
サ
イ
ロ
で
、
町
有
形
文

化
財
に
も
指
定
さ
れ
た
が
、
強

風
で
損
傷
し
た
た
め
２
０
１
５

年
に
解
体
し
、
建
材
を
町
が
保

管
。
同
園
は
「
サ
イ
ロ
を
通
じ

て
、
子
供
た
ち
に
安
平
町
の
歴

史
や
文
化
を
伝
え
た
い
」
と
建

材
を
譲
り
受
け
、
昨
年
８
月
に

園
庭
に
復
元
し
た
。

復
元
し
た
サ
イ
ロ
は
高
さ
８

㍍
、
内
径
３
・
６
㍍
。
地
震
で

サ
イ
ロ
周
辺
に
は
地
割
れ
が
多

数
、
発
生
。
基
礎
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
に
ひ
び
が
入
り
、
激
し
い

揺
れ
で
南
西
方
向
に
わ
ず
か
に

傾
い
た
。
全
面
修
復
も
で
き
た

が
、
井
内
園
長
は
「
地
震
の
記

憶
を
風
化
さ
せ
た
く
な
い
」
と

基
礎
の
補
強
工
事
の
み
に
と
ど

め
、
傾
い
た
ま
ま
保
存
す
る
こ

と
に
し
た
。

今
後
、
サ
イ
ロ
内
の
内
装
工

事
を
し
、
６
月
に
完
成
予
定
。

安
全
性
を
確
認
し
た
う
え
で
、

子
ど
も
た
ち
が
絵
本
を
読
ん
だ

り
、
く
つ
ろ
い
だ
り
す
る
ス
ペ

ー
ス
と
し
て
使
う
方
針
。
地
震

の
被
害
や
復
興
に
向
け
た
思
い

を
書
い
た
看
板
も
設
置
し
、
町

外
の
人
に
も
災
害
と
町
の
歩
み

を
伝
え
た
い
考
え
だ
。

「
地
震
で
傷
つ
い
た
町
民
は

多
い
け
れ
ど
、
壊
れ
て
し
ま
っ

た
建
物
全
て
を
直
し
て
し
ま
っ

た
ら
、
苦
し
か
っ
た
記
憶
す
ら

薄
ら
ぐ
か
も
し
れ
な
い
。
未
来

の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
、

教
訓
と
し
て
語
り
継
ぎ
た
い
」。

井
内
園
長
は
、
そ
う
誓
っ
て
い

る
。

危
機
管
理
大
切
さ
説
く
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京

都

過去を教訓に 京都新聞 峰政博

最も切迫度が高い「避難指示」が発令されてもほと

んどの人が避難しない現実がある。理屈では分かって

いるが、「まさか自分の地域が」と考えてしまう。菌

さんとの対話から、過去の出来事を生きた教訓にしよ

うという姿勢が防災、減災に必要だと強く感じた。
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メ

モ

昭
和

年
災
害
は
１
９

５
３
年
８
月
の
南
山
城
水
害
と
９
月

の
台
風

号
に
よ
る
災
害
の
呼
称
。

南
山
城
水
害
で
は
土
石
流
や
堤
防
決

壊
で
、
死
者
・
行
方
不
明
者
は
計
３

３
６
人
に
達
し
た
。
台
風

号
で
は

大
河
川
の
決
壊
や
氾
濫
で
１
１
９
人

が
死
亡
・
行
方
不
明
と
な
っ
た
。

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

宇治川のほとりで「昭和28年災害」での体験を話す菌さん
‖宇治市

京
都
府
は
「
危
機
管
理
の
語

り
部
制
度
」
を
設
け
て
い
る
。

大
規
模
災
害
の
被
災
者
や
、
対

応
に
当
た
っ
た
行
政
職
員
ら
が

「
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

と
な
り
、
教
訓
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

住
民
や
行
政
職
員
ら
に
伝
え
る

取
り
組
み
だ
。

府
内
で
は
２
０
０
４
年
に
台

風

号
が
直
撃
、

人
が
犠
牲

と
な
っ
た
。
ほ
か
に
も
全
国
初

の
大
規
模
感
染
と
な
っ
た
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
や
、
新

型
肺
炎
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
騒
動
な

ど
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
、

年
に
制
度
を
立
ち
上
げ
た
。
対

象
は
自
然
災
害
だ
け
で
な
く
、

危
機
管
理
全
般
に
及
ぶ
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
学
校
や
各

種
団
体
の
依
頼
を
受
け
て
講

師
を
務
め
る
ほ
か
、
地
域
で
語

り
部
活
動
を
す
る
。
行
政
職
員

ら
は
、
現
在
の
部
署
に
関
係
な

く
防
災
施
策
に
助
言
し
て
組

織
内
で
経
験
の
共
有
に
努
め

る
。
現
在
、
計

人
が
登
録
す

る
。「

大
河
川
と
違
い
、
中
小
河

川
は
水
位
な
ど
の
避
難
基
準
が

な
い
」
。
こ
ん
な
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
指
摘
を
受
け
、
一
部
の
自

治
体
は
独
自
に
基
準
を
設
け

た
。
避
難
の
き
っ
か
け
と
な
る

地
域
ご
と
の
状
況
や
情
報
を
住

民
ら
で
決
め
よ
う
と
い
う
動
き

も
あ
り
、
教
訓
が
対
策
に
生
か

さ
れ
つ
つ
あ
る
。

語
り
部
と
し
て
活
動
す
る
宇

治
市
の
菌
昌
美
さ
ん

は
、

府
南
部
を
襲
っ
た
１
９
５
３
年

の
「
昭
和

年
災
害
」
を
経
験

し
た
。
同
年
８
月
に
豪
雨
で
３

０
０
人
以
上
が
亡
く
な
っ
た

「
南
山
城
水
害
」
が
あ
り
、
高

校
２
年
だ
っ
た
菌
さ
ん
は
救
助

隊
に
参
加
し
て
悲
惨
な
現
場
を

目
の
当
た
り
に
し
た
。
１
カ
月

後
に
は
府
南
部
を
流
れ
る
宇
治

川
が
台
風
で
決
壊
し
た
。
そ
の

災
害
が
起
こ
る
ま
で
、
宇
治
川

は
数
十
年
間
に
わ
た
っ
て
静
穏

だ
っ
た
と
い
う
。
「
災
害
は
ま

さ
に
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
き

た
」
。
当
時
、
住
民
の
危
機
意

識
は
薄
く
な
っ
て
い
た
と
振
り

返
る
。

体
験
を
語
る
と
と
も
に
、
避

難
訓
練
な
ど
日
頃
の
準
備
や
心

構
え
の
大
切
さ
を
説
く
。
「
伝

え
て
い
く
こ
と
は
、
命
を
守
る

た
め
の
最
大
の
備
え
に
な
る
」

避
難
所
開
設
意
識
付
け
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茨
城
・
常
総

地震や火山の噴火などと違い、河川の氾濫は突然起

きるわけではない。天気予報や川の水位確認で予測可

能だ。地形から、起きうる地域も予想できる。水害を

体験した人たちの言葉に耳を傾ければ、人命や財産の

被害を減らすため、するべきことも分かるはずだ。
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言葉に耳傾け 東京新聞 宮本隆康

「
水
害
を
経
験
し
た
地
域
か

ら
、
備
え
の
た
め
の
発
信
を
し

た
い
」
。
２
０
１
５
年
の
関
東

・
東
北
豪
雨
で
鬼
怒
川
が
決
壊

し
た
茨
城
県
常
総
市
で
、
被
災

者
支
援
を
続
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
茨
城
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
・
コ

モ
ン
ズ
」
の
横
田
能
洋
代
表
理

事

は
、
こ
う
語
る
。
自
身

の
被
災
体
験
を
基
に
、
ア
ド
バ

イ
ス
を
ネ
ッ
ト
で
公
開
し
た

り
、
避
難
所
の
開
設
訓
練
を
し

た
り
し
て
い
る
。

横
田
さ
ん
は
水
害
当
時
、
自

宅
が
床
の
近
く
ま
で
浸
水
。
家

族
は
ボ
ー
ト
で
救
助
さ
れ
、
自

身
は
自
宅
に
残
り
、
被
災
状
況

を
発
信
し
た
。
翌
年
に
は
「
市

民
の
生
活
の
視
点
で
記
録
に
残

さ
な
け
れ
ば
風
化
し
て
し
ま

う
」
と
、
被
災
者
約
１
１
０
世

帯
の
声
を
集
め
、
水
害
か
ら
１

年
間
の
記
録
を
冊
子
に
ま
と
め

た
。昨

年
夏
の
西
日
本
豪
雨
を
機

に
、
自
身
の
被
災
体
験
を
交
え
、

水
害
時
の
避
難
や
生
活
再
建
の

助
言
を
ま
と
め
た
「
豪
雨
災
害

に
備
え
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
上
で
公
開
。
発

生
前
の
準
備
、
避
難
、
片
付
け
、

住
宅
修
繕
、
行
政
の
支
援
手
続

き
な
ど
、
必
要
な
作
業
を
紹
介

し
て
い
る
。

現
在
、
力
を
入
れ
て
い
る
の

が
住
民
に
よ
る
避
難
所
の
開
設

訓
練
。
「
避
難
所
の
場
所
を
知

ら
な
い
と
か
、
受
け
入
れ
環
境

へ
の
不
安
か
ら
『
家
に
い
ら
れ

な
く
な
っ
た
ら
避
難
し
よ
う
』

と
考
え
て
し
ま
う
の
が
、
逃
げ

遅
れ
の
原
因
に
な
る
」
と
感
じ

て
い
る
か
ら
だ
。

高
齢
者
や
障
害
者
、
乳
幼
児

が
い
る
世
帯
、
ペ
ッ
ト
の
受
け

入
れ
な
ど
も
考
慮
し
、
避
難
所

の
開
設
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
ま
と
め

た
。
使
え
る
用
具
の
セ
ッ
ト
も

見
本
と
し
て
集
め
た
。
学
校
や

自
治
会
な
ど
を
対
象
に
、
開
設

訓
練
や
出
前
講
座
を
開
い
て
い

る
。常

総
市
で
は
水
害
当
時
、
逃

げ
遅
れ
た
４
０
０
人
以
上
が
ヘ

リ
や
ボ
ー
ト
で
救
助
さ
れ
た
。

横
田
さ
ん
は
「
も
う
誰
も
逃

げ
遅
れ
な
い
た
め
に
は
、
住
民

が
日
ご
ろ
か
ら
避
難
所
の
開

設
訓
練
を
し
て
、
要
望
や
知
恵

を
出
し
合
い
、
身
近
に
感
じ

る
こ
と
が
大
切
」
と
話
し
て
い

る
。

避
難
所
用
具
セ
ッ
ト
の
説
明
を
す
る
横
田
さ
ん
‖
常
総
市

メ モ 関東・東北水害は2015年９月、台風
号により起きた。宮城 茨城 栃木３県で８人が死
亡 鬼怒川の堤防が決壊した茨城県常総市では 市
域の約３分の１の約 平方㌔が浸水。住宅約5000
棟以上が全半壊した。２人が死亡、 人が災害関
連死に認定された。

又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又

関
東
大
震
災
を
再
検
証
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横

浜

メ

モ

首
都
圏
災
害
史
研
究
会

は
、
首
都
圏
形
成
史
研
究
会
（
事
務

局
・
横
浜
開
港
資
料
館
）
の
小
研
究

会
と
し
て
２
０
１
６
年
９
月
に
発

足
。
神
田
外
語
大
の
土
田
宏
成
教
授

が
代
表
を
務
め
る
。
主
に
幕
末
以
降

に
首
都
圏
で
起
き
た
災
害
に
関
す
る

研
究
成
果
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で

公
開
す
る
予
定
。

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

死
者
・
行
方
不
明
者

万
５

３
８
５
人
。
１
９
２
３
（
大
正

）
年
９
月
１
日
の
関
東
大
震

災
は
日
本
の
歴
史
上
、
最
も
犠

牲
者
が
多
い
災
害
だ
。

猛
火
に
焼
き
尽
く
さ
れ
た
東

京
と
横
浜
の
死
者
が
９
割
を
占

め
た
が
、
震
源
の
あ
る
神
奈
川

県
西
部
や
湘
南
も
震
度
７
級
の

揺
れ
を
記
録
。
土
砂
災
害
や
液

状
化
が
至
る
所
で
発
生
し
鎌
倉

や
静
岡
・
伊
東
な
ど
の
相
模
湾

沿
岸
は
津
波
に
も
襲
わ
れ
た
。

土
地
土
地
で
異
な
る
被
害
の

様
相
。
各
地
の
記
録
に
あ
ら
た

め
て
目
を
向
け
、
震
災
の
実
相

を
浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う
と
、

研
究
者
有
志
が
「
首
都
圏
災
害

史
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
、
自

治
体
史
な
ど
を
丹
念
に
読
み
込

む
作
業
を
進
め
て
い
る
。

き
っ
か
け
は
、
東
日
本
大
震

災
を
経
て
２
０
１
３
年
に
迎
え

た
関
東
大
震
災

年
の
節
目
。

神
奈
川
県
内
を
中
心
に
首
都
圏

の
図
書
館
や
資
料
館
が
「
わ
が

ま
ち
」
の
被
害
や
復
興
の
足
跡

を
見
つ
め
直
す
展
示
を
開
催
し

た
。大

き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た

も
の
の
、
関
わ
っ
た
学
芸
員
や

研
究
員
は
自
省
の
言
葉
を
口
に

し
た
。
「
歴
史
研
究
は
政
治
経

済
が
中
心
。
災
害
史
は
隅
に
追

い
や
ら
れ
て
い
た
」
「
負
の
歴

史
で
も
あ
る
過
去
の
災
害
は
企

画
が
難
し
か
っ
た
」
。
朝
鮮
人

虐
殺
問
題
も
影
を
落
と
し
、
関

東
大
震
災
は
取
り
上
げ
に
く
か

っ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
研
究
会
中
心
メ
ン

バ
ー
の
１
人
、
横
浜
開
港
資
料

館
の
吉
田
律
人
調
査
研
究
員

は
災
害
史
を
紡
ぐ
意
義
を

強
調
す
る

再
び
同
じ
よ
う
な

被
害
を
招
か
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
も
、
地
元
の
災
害
を
き

ち
ん
と
伝
え
て
い
か
な
け
れ

ば
」「

震
災
前
夜
」
の
明
治
、
大

正
期
の
首
都
圏
は
水
害
や
高
潮

が
続
発
。
震
災
を
契
機
と
し
て

見
直
さ
れ
た
防
災
の
仕
組
み

は
、
時
代
の
要
請
が
重
な
り
、

次
第
に
防
空
の
色
彩
を
帯
び
て

い
く
こ
と
も
分
か
っ
て
き
た
。

相
次
ぐ
災
害
が
首
都
圏
の
形

成
に
ど
う
影
響
し
て
き
た
の

か
。
得
ら
れ
た
知
見
を
震
災
１

０
０
年
の
節
目
に
発
信
し
よ
う

と
、
地
道
な
研
究
が
続
く
。

2018年９月、首都圏災害史研究の現状の到達点を広める
ため開催されたシンポジウム＝東京都内

今年で 年となる関東大震災は「記憶」をたどる

ことがもはや困難だ。それでも、数多く残る「記録」

を突き合わせれば、なお解明の余地がある。研究会

の試みは、今後の災害継承の試金石といえるものだ。

課題は少なくないが、模索の段階から伝えるのは、

地方紙の使命と思っている。
婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚 昏
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記録なお残る 神奈川新聞 渡辺渉

救
済
制
度
か
み
砕
い
て
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静

岡

ポケット版の「被災者支援チェックリスト」を広げる
永野さん＝静岡市清水区の中央法律事務所

メ

モ

永
野
さ
ん
は
「
い
の
ち

を
つ
な
ぐ
防
災
の
旅
」
と
題
し
て
県

内
外
の
断
層
や
溶
岩
流
な
ど
の
地
学

ス
ポ
ッ
ト
を
訪
ね
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
紹
介
。
「
ま
ず
生
き
残
る
こ
と
が

何
よ
り
大
切
。
大
自
然
の
力
に
は
勝

て
な
い
こ
と
を
知
り
、
逃
げ
る
力
を

自
分
で
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
い

う
思
い
が
こ
も
る
。

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

永野さんを突き動かしているのは小学５年生の息子さ

んの存在だろう。東日本大震災の被災地も一緒に訪れた

という。「誰にも死なせたくない人がいるはず。石巻市

立大川小では涙が止まらなくなった。その命を絶対に無

駄にしてほしくない」と各地の講演会でも訴える。

息子への思い 静岡新聞 鈴木誠之

婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚 昏
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東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を

支
援
し
、
教
訓
を
南
海
ト
ラ
フ

沿
い
の
「
未
被
災
地
」
に
伝
え

よ
う
と
奮
闘
す
る
弁
護
士
が
い

る
。
静
岡
市
清
水
区
の
永
野
海

さ
ん

。
静
岡
県
弁
護
士
会

の
防
災
活
動
を
先
導
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
企
画
に
取
り
組
む
。「
被

災
者
支
援
チ
ェ
ッ
ク
ク
リ
ス

ト
」
も
そ
の
一
つ
。
被
災
時
に

必
要
な
法
知
識
や
支
援
制
度
を

一
覧
に
し
た
。
「
震
災
で
全
て

を
失
い
、
ど
ん
底
と
思
っ
た
時

で
も
希
望
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
ほ
し
い
」
。
全
戸
配
布
し
た

自
治
体
も
あ
り
、
県
内
外
か
ら

引
き
合
い
が
増
え
て
い
る
。

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、
お
金

を
も
ら
え
る
支
援
制
度
や
借
り

ら
れ
る
支
援
制
度
、
住
宅
の
修

理
・
再
建
、
仮
設
住
宅
や
公
営

住
宅
、
二
重
ロ
ー
ン
対
策
、
教

育
の
支
援
、
雇
用
や
事
業
関
係

の
支
援
、
税
金
・
保
険
料
の
減

免
な
ど

項
目
で
、

を
超
す

制
度
を
網
羅
す
る
。
「
分
厚
い

冊
子
は
読
ん
で
も
ら
え
な
い
」

と
簡
潔
さ
に
こ
だ
わ
り
、
ポ
ケ

ッ
ト
サ
イ
ズ
版
も
用
意
し
た
。

同
業
者
に
も
好
評
だ
。
こ
れ

を
持
っ
て
特
に
若
い
弁
護
士
に

被
災
地
を
訪
れ
て
ほ
し
い
と
い

う
思
い
も
あ
る
。
「
被
災
時
の

制
度
の
知
識
が
な
い
の
に
何
か

相
談
さ
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」
。

そ
う
恐
れ
る
若
い
弁
護
士
も
少

な
く
な
い
と
い
う
。
最
初
は
自

分
も
怖
か
っ
た
。
で
も
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
を
避
難
所
で
配
る
と

自
然
と
話
が
弾
ん
だ
。

「
被
災
地
で
は
弁
護
士
の
わ

れ
わ
れ
が
ど
れ
だ
け
困
り
事
を

吸
い
上
げ
ら
れ
る
か
が
問
わ
れ

る

避
難
所
で
一
緒
に
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
を
見
て
い
る
と
『
そ

う
い
え
ば
子
ど
も
の
学
費
は
ど

う
な
る
の

家
賃
や
税
金
は
払

わ
な
い
と
い
け
な
い
の
』
と
少

し
ず
つ
相
談
が
出
始
め
る
。
そ

し
た
ら
そ
れ
を
糸
口
に
、
い
ろ

ん
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
」

難
解
な
法
律
や
制
度
を
か
み

砕
い
て
説
明
し
、
少
し
で
も
被

災
者
救
済
や
生
活
再
建
に
つ
な

げ
た
い
と
願
う
。
「
弁
護
士
は

行
政
と
市
民
を
つ
な
ぐ
翻
訳
者

で
あ
る
べ
き
だ
」
が
持
論
。
支

援
制
度
を
事
前
に
周
知
す
る
こ

と
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
防
災

に
も
役
立
つ
と
信
じ
て
い
る
。

伊
勢
湾
台
風

児
童
学
ぶ
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名
古
屋

高齢化が課題 中日新聞 天田優里

今年で 年となる伊勢湾台風。被災者の高齢化が進

み、当時の体験を伝える語り部の数も少なくなってい

る。東海豪雨や西日本豪雨など、今なお風水害の被害

はなくならない。伊勢湾台風を体験していない世代が、

いかに教訓を語り継いでいくかが課題だ。
婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚 昏
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１
９
５
９
（
昭
和

）
年
９

月
に
５
０
０
０
人
以
上
の
死
者

・
行
方
不
明
者
を
出
し
、
中
部

地
方
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
伊
勢
湾
台
風
か
ら
、
今
年

で

年
と
な
る
。

名
古
屋
市
南
区
の
市
立
白
水

小
学
校
は
、
高
潮
の
影
響
で
地

域
一
帯
が
浸
水
し
、
名
古
屋
港

の
貯
木
場
か
ら
流
出
し
た
木
材

が
押
し
寄
せ
る
な
ど
し
て
児
童

１
４
２
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
。

避
難
の
遅
れ
が
被
害
を
大
き
く

し
た
一
因
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
同
校
で
は
こ
の
教
訓
を

語
り
継
ご
う
と
毎
年
、
４
年
生

を
対
象
に
総
合
学
習
の
時
間
を

使
っ
て
防
災
学
習
会
を
開
い
て

い
る
。

学
習
会
は
、
台
風
が
中
部
地

方
に
最
接
近
し
た
９
月

日
に

開
い
て
い
る
。
本
年
度
は

人

が
参
加
し
た
。
卒
業
生
を
含
む

被
災
者
７
〜
８
人
を
語
り
部
と

し
て
招
き
、
当
時
の
写
真
な
ど

を
使
い
な
が
ら
被
害
の
状
況
を

学
ぶ
。
語
り
部
の
中
に
は
両
親

を
亡
く
し
た
人
も
お
り
、
矢
田

一
郎
教
務
主
任

は
「
児
童

は
体
験
談
を
聞
き
、
早
め
に
避

難
す
る
大
切
さ
を
感
じ
取
っ
て

い
る
」
と
話
す
。
校
庭
の
脇
に

あ
る
、
伊
勢
湾
台
風
の
惨
状
を

伝
え
る
石
碑
前
で
黙
と
う
も
し

て
い
る
。

台
風
を
生
き
延
び
た
約
１
７

０
０
人
の
児
童
が
、
体
験
を
書

い
た
作
文
も
残
る
。
当
時
の
状

況
を
伝
え
る
資
料
と
し
て
、
名

古
屋
市
瑞
穂
区
の
市
博
物
館

で
保
管
さ
れ
て
お
り
、
定
期
的

に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
「
な
く

な
っ
た
友
達
の
こ
と
を
考
え

る
と
ぜ
い
た
く
は
い
え
ま
せ

ん
」「
台
風
の
夜
、
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
そ
し
て
弟
と
一
ば
ん

中
（
中
略
）
ふ
る
え
て
い
た
こ

と
を
思
い
出
す
と
ぞ
っ
と
し
ま

す
」
な
ど
、
台
風
の
恐
ろ
し
さ

を
生
々
し
く
つ
づ
っ
て
い
る
。

市
は
こ
と
し
、
こ
れ
ら
の
作
文

集
の
発
刊
事
業
を
計
画
し
て
い

る
。

同
館
の
鈴
木
雅
学
芸
員

は
「
作
文
は
台
風
当
夜
の
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち

が
そ
の
後
、
ど
う
い
う
状
況
に

置
か
れ
て
い
た
か
な
ど
の
記
載

も
あ
る
。
数
が
多
く
、
保
存
状

態
も
良
い
。
大
変
貴
重
な
資
料

だ
」
と
話
す
。

白
水
小
学
校
の
児
童
ら
が
書
い
た
作
文
集
を
紹
介
す
る
鈴
木
学
芸
員
‖
名
古
屋
市
瑞
穂
区
の

市
博
物
館

メ モ 伊勢湾台風は1959年９月 日午後６時
すぎ、和歌山県・潮岬付近に上陸して本州を縦断。
中部地方を中心に死者・行方不明者は5098人に上
り、明治以降で最大の台風被害となった。名古屋
市内の犠牲者は1800人を超えた。

又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又

内
外
の
語
り
部
が
連
携
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兵
庫
・
淡
路

メ

モ

全
国
被
災
地
語
り
部
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
パ
ネ
ル
討
論
や

テ
ー
マ
ご
と
の
分
科
会
な
ど
で
構

成
。
被
災
地
を
巡
る
「
語
り
部
バ
ス
」

が
運
行
さ
れ
る
の
に
加
え
、
今
後
１

年
間
の
活
動
方
針
を
う
た
う
「
全
国

被
災
地
語
り
部
宣
言
」
も
採
択
す
る
。

次
回
は
来
年
春
、
宮
城
県
南
三
陸
町

で
予
定
し
て
い
る
。

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

つながり必要 神戸新聞 金
キム

旻
ミン

革
ヒョク

「語り部は孤独」。山地さんの言葉にうなずいた。

資格は存在せず、評価する基準もない。交流を通じて

自身を見つめ直す機会は必要だろう。次の災害がどこ

で起きるか分からないからこそ、語り部同士がつなが

り、教訓を共有する意義は大きい。
婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚 昏
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恨婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚

保存されている野島断層の前に立つ米山さん（右）と山地
さん＝淡路市小倉

災
害
の
経
験
と
記
憶
を
広
く

共
有
し
、
継
承
す
る
た
め
、
被

災
地
の
語
り
部
が
集
う
「
全
国

被
災
地
語
り
部
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
。
東
日
本
大
震
災
や
熊

本
地
震
な
ど
の
被
災
地
で
３
年

前
か
ら
開
催
さ
れ
て
き
た
。
実

行
委
員
会
を
担
う
の
が
、
阪
神

・
淡
路
大
震
災
の
経
験
と
教
訓

を
伝
え
る
北
淡
震
災
記
念
公
園

（
淡
路
市
）
の
「
語
り
べ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
た
ち
だ
。

同
公
園
に
は
１
９
９
５
年
１

月

日
に
起
き
た
震
災
で
地
表

に
現
れ
た
活
断
層
を
保
存
・
展

示
す
る
「
野
島
断
層
保
存
館
」

が
あ
る
。
約

人
の
語
り
部
が

訪
問
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、

震
災
当
時
の
様
子
や
復
興
の
過

程
な
ど
を
伝
え
て
い
る
。

被
災
の
体
験
と
一
口
に
言
っ

て
も
、
そ
の
程
度
や
家
族
の
安

否
、
避
難
の
状
況
な
ど
環
境
は

さ
ま
ざ
ま
。
同
公
園
総
支
配
人

の
語
り
部
、
米
山
正
幸
さ
ん

は
「
１
人
の
体
験
で
は
被

災
の
全
て
を
語
れ
な
い
。
多
様

な
体
験
を
共
有
す
れ
ば
多
く
の

教
訓
を
発
信
で
き
る
」
。
語
り

部
同
士
の
つ
な
が
り
が
必
要
だ

と
感
じ
始
め
て
い
た
頃
、
東
日

本
大
震
災
が
発
生
し
た
。

２
０
１
５
年
夏
、
東
日
本
の

復
興
支
援
に
携
わ
る
神
戸
大
学

学
術
研
究
員
の
山
地
久
美
子
さ

ん
と
宮
城
県
南
三
陸
町
を
訪

ね
、
現
地
の
語
り
部
も
思
い
は

同
じ
だ
と
知
っ
た
。
「
語
り
部

が
学
び
合
え
る
場
を
」
と
シ
ン

ポ
開
催
を
呼
び
掛
け
た
山
地
さ

ん
に
賛
同
し
、
語
り
べ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
運
営
を
担
っ
た
。

回
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
参
加

す
る
被
災
地
の
団
体
は
広
が
り

を
見
せ
る
。
昨
年
末
に
熊
本
市

で
あ
っ
た
第
４
回
の
シ
ン
ポ
に

は
、
初
め
て
海
外
の
語
り
部
が

登
壇
。

年
の
台
湾
中
部
大
地

震
の
語
り
部
が
小
学
校
を
訪
問

し
、
次
世
代
の
防
災
教
育
に
努

め
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

北
淡
震
災
記
念
公
園
の
語
り
部

は
、
紙
芝
居
で
子
ど
も
に
命
の

大
切
さ
を
訴
え
る
活
動
を
紹
介

し
、
注
目
を
集
め
た
。

米
山
さ
ん
は
「
語
り
部
活
動

の
根
底
は
防
災
と
減
災
。
こ
れ

か
ら
起
き
る
災
害
に
備
え
る
た

め
、
被
災
地
の
知
恵
を
広
げ
た

い
」
と
力
を
込
め
る
。

被
災
障
害
者
の
支
え
に
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⊃

大

阪

まず交流から 毎日放送 亘佐和子

大阪にはバリアフリーの避難所も多い。しかし、「避

難所には行きたくない」と話す障害者も多い。理由は

「知っている人がいないから」だ。ハード面の整備よ

りも人のつながり。災害が起こる前に、近所の障害者

と言葉を交わし、互いを知るところから始めたい。
婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚 昏
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メ

モ

「
ゆ
め
風
基
金
」
で
は

障
害
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に

「
障
害
者
市
民
防
災
提
言
」
を
出
版
。

ほ
か
に
も
関
連
Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、「
ゆ

め
風
Ｔ
シ
ャ
ツ
」
な
ど
の
グ
ッ
ズ
も

販
売
し
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
認

定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ゆ
め
風
基
金
」
０

６
（
６
３
２
４
）
７
７
０
２
。

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

大阪府内の中学校で行われた「中学生プロジェクト」。牧口
代表が生徒に語りかけた（画像の一部を加工しています）

「
え
ら
い
こ
っ
ち
ゃ
。
と
に

か
く
金
を
集
め
な
あ
か
ん
」
。

１
９
９
５
年
１
月
の
阪
神
・
淡

路
大
震
災
直
後
、
大
阪
市
に
住

む
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
牧
口
一

い
ち

二
じ

さ
ん

の
も
と

に
、仲
間
か
ら
連
絡
が
入
っ
た
。

牧
口
さ
ん
は
足
が
不
自
由

だ
。
被
災
地
は
み
な
自
分
の
こ

と
で
精
い
っ
ぱ
い
で
障
害
者
は

後
回
し
。
牧
口
さ
ん
は
仲
間
を

助
け
た
い
一
心
で
、
知
り
合
い

の
著
名
人
に
片
っ
端
か
ら
手
紙

を
書
き
支
援
を
仰
い
だ
。
そ
し

て

年
６
月
、
永
六
輔
さ
ん
ら

が
呼
び
掛
け
人
と
な
り
、

億

円
の
寄
付
を
目
標
に
「
ゆ
め
風

基
金
」
が
生
ま
れ
た
。
牧
口
さ

ん
は
代
表
に
就
い
た
。

被
災
地
の
障
害
者
団
体
に
物

資
を
送
り
、
個
人
に
見

金
を

出
し
、
事
業
所
再
建
を
支
援
す

る
。
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大

震
災
で
は
、
東
北
３
県
に
「
被

災
地
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー
」
を

設
立
し
、
１
億
２
０
０
０
万
円

を
拠
出
し
た
。
一
昨
年
、
寄
付

金
総
額
は
目
標
の

億
円
を
超

え
、
こ
れ
ま
で
に
累
計
４
億
６

７
０
０
万
円
を
支
援
し
た
。

し
か
し
「
被
災
障
害
者
の
状

況
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の

頃
か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
」
と

牧
口
さ
ん
は
嘆
く
。
避
難
所
で

「
こ
こ
は
障
害
者
が
来
る
と
こ

ろ
で
は
な
い
」と
言
わ
れ
た
人
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
な
く
知
人
も

い
な
い
避
難
所
で
暮
ら
せ
ず
、

壊
れ
た
自
宅
に
戻
る
人
も
多

い
。
普
段
か
ら
顔
の
見
え
る
関

係
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
だ
。

「
ゆ
め
風
基
金
」
で
は
今
、

「
防
災
」
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。
中
学
生
と
障
害
者
が
一
緒

に
避
難
訓
練
を
す
る
「
中
学
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
地
域

の
大
人
が
不
在
の
昼
間
に
最
も

頼
り
に
な
る
中
学
生
と
、
障
害

者
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、
と
も

に
助
か
る
こ
と
を
目
指
す
。

「
障
害
者
と
初
め
て
話
を
す

る
の
で
緊
張
し
て
い
た
け
ど
、

話
し
て
み
た
ら
楽
し
か
っ
た
」

「
次
は
も
っ
と
ス
ム
ー
ズ
に
手

伝
え
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
、

参
加
し
た
中
学
生
は
話
す
。
と

も
に
支
え
あ
う
社
会
に
向
け
て

「
ゆ
め
風
基
金
」
の
挑
戦
は
続

い
て
い
る
。

津
波
刻
む
碑
を
３
Ｄ
化

⊂⊂⊂⊇
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪∧ ⊂⊂⊂ ∩

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

⊃

高
知
・
南
国

メ

モ

谷
川
亘
主
任
研
究
員
は

愛
知
県
豊
橋
市
出
身
で
、
２
０
０
６

年
度
か
ら
高
知
コ
ア
研
究
所
で
勤

務
。
高
知
県
に
は
６
８
４
年
の
白
鳳

地
震
で
「
黒
田
郡
」
と
呼
ば
れ
る
集

落
が
土
佐
湾
に
沈
ん
だ
と
の
伝
承
が

残
る
。
谷
川
主
任
研
究
員
は
伝
承
の

解
明
を
目
指
し
た
海
洋
調
査
な
ど
に

も
関
わ
っ
て
い
る
。

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

先人の声今に 高知新聞 海路佳孝

「大地しん有時津浪入と心得へし」。高知市沿岸の

神社に建つ安政地震の碑にある文字は、参道とは反対

側に広がる住宅地に向いた面に刻まれている。「二度

と犠牲者を出してほしくない」。先人が後世の人に向

けた願いを、私たちは胸に刻まなければならない。
婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚 昏
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津波碑の３Ｄ画像化に取り組む谷川主任研究員
‖南国市の海洋研究開発機構高知コア研究所

地
震
津
波
碑
を
３
Ｄ
化
し
て

保
存
す
る
｜
。
そ
ん
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
の
は
海
洋
研

究
開
発
機
構
高
知
コ
ア
研
究
所

（
高
知
県
南
国
市
）
の
谷
川
亘

主
任
研
究
員
。
碑
に
は
過
去
の

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
被
害
が
記

さ
れ
て
お
り
、
谷
川
研
究
員
は

「
碑
の
存
在
を
知
り
、
被
災
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
」
。
こ
れ
ま
で
に
高
知
、

徳
島
両
県
に
残
る

基
を
デ
ー

タ
化
し
た
。

谷
川
主
任
研
究
員
は
２
０
１

５
年
度
か
ら
、
宝
永
地
震
（
１

７
０
７
年
）
や
安
政
地
震
（
１

８
５
４
年
）
の
後
に
建
立
さ
れ

た
碑
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
郷
土
資
料
な
ど
を
基
に
現

地
調
査
を
行
い
、
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
で
画
像
撮
影
し
て
い
く
。

神
社
の
中
の
記
念
碑
に
紛
れ

て
い
た
り
案
内
看
板
が
な
か
っ

た
り
、
分
か
り
づ
ら
い
場
所
に

あ
る
も
の
も
多
い
。
長
年
の
風

雨
に
さ
ら
さ
れ
て
風
化
し
、
肉

眼
で
は
文
字
が
判
別
で
き
な
い

碑
も
あ
る
と
い
う
。

細
か
な
で
こ
ぼ
こ
を
記
録
し

文
字
群
を
正
確
に
読
み
取
る
た

め
、
上
下
左
右
、
斜
め
か
ら
と

一
基
当
た
り
３
０
０
〜
５
０
０

枚
も
撮
影
。
デ
ー
タ
を
専
用
ソ

フ
ト
に
取
り
込
ん
で
３
Ｄ
化
す

る
。
サ
イ
ト
「
地
震
津
波
碑
×

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
で
は
、

碑
を
回
転
さ
せ
る
な
ど
し
て
全

体
像
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。高

知
県
中
西
部
の
高
岡
郡
中

土
佐
町
に
あ
る
碑
に
は
、
６
８

４
年
の
白
鳳
地
震
を
表
す
「
白

鳳
」の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

別
の
面
に
は
「
七
へ
ん
入
」
と

あ
り
、
安
政
地
震
で
津
波
が
７

回
襲
っ
て
き
た
こ
と
を
伝
え
て

い
る
。
県
西
部
の
土
佐
清
水
市

三
崎
町
に
あ
る
碑
は
安
政
地
震

後
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、「
否

大
汐
入
火
け
し
家
出
コ
ト
」
と
、

火
事
を
防
ぐ
た
め
に
火
を
消
し

て
か
ら
逃
げ
る
よ
う
教
訓
が
刻

ま
れ
て
い
る
。

谷
川
主
任
研
究
員
は
「
碑
に

は
現
代
に
も
共
通
す
る
教
訓
が

刻
ま
れ
て
い
る
。
風
化
し
て
判

読
が
不
可
能
と
な
る
前
に
デ
ー

タ
保
存
し
、
防
災
教
育
な
ど
に

役
立
て
ら
れ
れ
ば
い
い
」
と
話

し
て
い
る
。

移
住
先
で
体
験
冊
子
に
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宮

崎

メ

モ

う
み
が
め
の
た
ま
ご
は

宮
崎
県
へ
の
避
難
者
を
中
心
に
２
０

０
回
以
上
の
交
流
会
を
重
ね
、
九
州

各
地
の
避
難
者
約
６
０
０
世
帯
と
つ

な
が
り
を
持
つ
。
福
島
県
が
全
国

カ
所
に
設
置
し
て
い
る
生
活
再
建
支

援
拠
点
の
役
割
も
担
う
。
２
０
１
６

年
の
熊
本
地
震
で
も
見

金
募
集
や

避
難
者
支
援
に
取
り
組
ん
だ
。

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

緊張感に違い 宮崎日日新聞 海老原斉

「うみがめのたまご」の冊子の体験談には「今ここ

で地震が起きたら」という緊張感が漂う。一方、多く

の宮崎県民にとって巨大地震は「いつか起こるかも」

程度の認識ではないか。常に地震を想定する姿勢こそ

避難者から学びたい。
婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚 昏

懇
懇
懇
懇
懇
懇
懇
懇
懇
懇
懇
懇
懇
懇
懇
懇
懇

恨婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚

避難者交流や防災講話に取り組む高浜代表（右）ら
「うみがめのたまご」のメンバー＝宮崎市

宮
崎
県
内
の
行
政
窓
口
や
飲

食
店
に
昨
年
、
少
し
変
わ
っ
た

冊
子
が
置
か
れ
た
。
タ
イ
ト
ル

は
「
み
や
ざ
き
に
住
ん
で
み
ま

し
た
！
」
。
移
住
体
験
記
の
よ

う
だ
が
、
大
部
分
は
東
日
本
大

震
災
で
同
県
に
避
難
し
て
き
た

約

人
の
震
災
体
験
。
「
車
に

も
防
災
グ
ッ
ズ
を
」
「
風
呂
の

お
湯
は
抜
か
な
い
」
。
懸
念
さ

れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を

意
識
し
た
助
言
も
並
ぶ
。

作
製
し
た
の
は
震
災
半
年
後

に
宮
崎
市
で
避
難
者
ら
が
立
ち

上
げ
た
市
民
グ
ル
ー
プ
「
う
み

が
め
の
た
ま
ご
」
。
不
安
を
抱

え
る
避
難
者
の
交
流
や
訪
問
相

談
を
主
な
活
動
に
据
え
る
一

方
、
震
災
体
験
講
話
の
依
頼
も

回
以
上
受
け
て
き
た
。

背
景
に
あ
る
の
は
、
避
難
者

が
共
通
し
て
感
じ
る
宮
崎
の
防

災
意
識
の
低
さ
。
県
内
で
は
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
最
大
で

３
万
５
０
０
０
人
の
死
者
と
想

定
さ
れ
て
い
る
が
、
県
が
昨
年

実
施
し
た
沿
岸
住
民
へ
の
意
識

調
査
に
よ
る
と
、
大
き
な
地
震

で
「
早
期
避
難
す
る
」
と
回
答

し
た
割
合
は

・
９
％
。
「
避

難
し
な
い
」
も
２
割
に
上
る
。

今
年
１
月
現
在
、
県
内
の
避

難
者
は
２
４
２
人（
県
調
べ
）。

地
元
住
民
と
し
て
グ
ル
ー
プ
を

支
え
る
代
表
の
高
浜
確
也
さ
ん

は
「
身
近
に
被
災
者
が
い

る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
宮
崎
に
は
必
要
」
と
話
す
。

だ
が
、
避
難
者
で
あ
る
こ
と
を

周
囲
に
明
か
し
て
い
な
い
人
も

少
な
く
な
く
、
冊
子
で
は
人
前

で
話
せ
な
い
人
々
の
体
験
も
匿

名
で
掲
載
し
た
。
反
響
は
予
想

以
上
で
、
作
製
し
た
１
５
０
０

部
は
残
り
わ
ず
か
だ
。

同
グ
ル
ー
プ
で
は
今
、
避
難

者
が
実
践
し
て
い
る
備
え
を
宮

崎
の
人
々
と
共
有
す
る
新
た
な

講
座
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

い
わ
き
市
か
ら
宮
崎
市
に
夫
婦

で
避
難
し
、
２
年
前
か
ら
グ
ル

ー
プ
事
務
局
で
働
く
女
性

は
「
今
や
宮
崎
は
福
島
と
同
じ

く
ら
い
大
切
な
場
所
に
な
っ

た
。
犠
牲
を
一
人
で
も
減
ら
す

こ
と
は
、私
に
で
き
る
恩
返
し
」

と
携
わ
る
。
震
災
か
ら
８
年
。

受
け
入
れ
て
く
れ
た
宮
崎
へ
の

感
謝
も
原
動
力
に
グ
ル
ー
プ
は

活
動
を
続
け
る
。

(１７) ２０１９年(平成 年) 月１ 日(水曜日) (１６)(１７) ２０１９年( 成 年) 月１ 日(水曜日) (１６)


